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本
’
邦 産 ウ 　ミ　タ ナ ゴ IC 就 て

　　　　　　 大　　島　　正 　　満

昭 和 30 年 lb 月 ［ 日 受領

｝鯤 年 1明 に 公 刊 され た ス タ ン フ ォ
ー ド大学 F．・H ・T ・ ・p の ウ ミ タ ナ ゴ 科魚 類 集威

：’ に 鵬 凩 こ於 け る

既 知Pt．21 種 の 記載 を掲 げ，日 本 産の 4、の と し て ρ’細 ・・ ’脚 ・珈 轟 E ・・k・・ と Ne ・di’「em ”　 「 ans ° nneti

Slehldaclmer の 2 種 を あげ ， 既往 の 丈献並 び に 幾多 の 魚 学 者 の 藪説 に 従 えば Ditr ・
’tna 属 に は 二 っ の 亜 種

若 く皹 が 存す る よ うで は あ る が ，耄脇 の 知見 で は そ 鋸
・
べ て 苫唄 ・’・卿 漉 に ま 励 て Di”．

“
“” an は 1

属 1 種 と見倣 す の が 至当 で あ る と 記述 し て あ る 。

N 。，肅 。。，＿ 跏 。，，顯 楓 う小 網代 方 画 で ス ベ タ ナ ゴ と呼 ん で い る もの に を煙 種 若 くは 変種 と見 倣 す べ き

もの が 見当 ら な い が Ditre・na 　Pt・O ｛．）　t　コ“　
’
）
一
ゴ Fcは 明 か に 三

’
・ の 型 が あ る ・ 乏 れ 等 は決 レ q 昆棲 せ ず ・ ま た

体色 が 生 れ な が 旅 し て 異 つ く ・・る の で ， 形態学瓶 鮒 脳 …な翻 臆 を認 畷 い 鵜 そ れ等す ”’：て を同
一

種

と 見做す べ きや ， 或 はま た そ の
一6 を基 本型 と考 廴他を そ の 変種 と見 な す べ きや ， 然 ら ざ れ ば そ の 各 々 を別

種 とな すべ き9・ ・｛の 判 定 が む つ か し く な る 。
・ の 関 fgeiftく学界論議 の 的

’
繭 つ た シ ・ ア マ ダ ／1 ・キ ア マ ダ

イ，ア カ ア マ グ 位 暢 合 と同 様 で ， 今 日は こ の 三 つ が 独立 の 3 種 で あ Z・ こ と に 決着 し た よ う で あ る が ・異種

説 を固執 され た岸上 鎌吉先 生 に な ら い ， ウ ミ タ ナ ゴ の 場 合 著者 は 三 崎方面 で マ タ ナ ゴ
・ ア カ タナ ゴ ・ ア 1 タ

ナ ゴ と呼 ば れ て い る 3 者 が昏独 立 の 種 類 で あ る こ とを 主 張 せ ん とす る もの．で あ る 。

マ タ ナ ゴ b：　Ditrema　tetnenineki　Ble・k・・ な る 学 名 を 充当す べ き基 本形 で ・ こ の も の は油壼 そ の 他 の 湾外

の 沿 岸地 帯 に棲息す る 。 ア オ タ ナ ゴ は内湾 の ア ジ モ が 叢生す る場所 に 棲息す る もの で 体 は 黄 緑色 を 呈 す る 。

ア カ タ ナ ゴ は 硝 た 沖 含の 岩礁 の 様 に 極 息す る もの で ｛本は 黄緑 色 を呈す る 。 ア カ タ ナ ゴ は稍 々 沖合 の 岩礁 の 根

に 棲 息す る も の で 体 は 光 輝 が あ り背 部 は黒ず ん だ 金 色 て 下腹部 に 向 うに 従ひ 色 が 淡 く なる 。 そ し て 体側 の 鱗

列 に 沿 い 各鱗 の 中央 を貫通 L て 蟻走す る金 嶝色 の 帯条 が あ る 。
こ れ 等 三 者 の 色彩 は 遺伝的に 定 まっ て vコるの

で あ っ て
， 多 くの 学者 が 考 え る よ うな環境 に 応 じて 現われ る 二 次的性質 て

’
はな い 。 著者が 多数 の 個体 を解剖

し て 実査 し た 結 敷 よ る と， 発育 を終 つ
一
（将 に生 れ 出 よ う と し て い る脚 己は 親 と全 く同一な色微 距 具え

て い る の で あ つ て
，

ア オ タ ナ ゴ は ア ジ モ の 担 棲息す るか ら ＝ 次的 Pc基本型 の マ タ ナ ゴ が 青緑色 を呈 す る よ

う に なつ た とい う よ うな もの で な い 。 つ ま 曦 つ た 三 つ の 体色 は それ ぞ れ 固定 し て い る もの で あ る と 同 ee　lc・

一一E の f1色 を 保削
・
る t，の の 璽色蝪 所 も必す

一
定 し て い て ， そ れ 等 力棍 貘 し て い る こ と 亀な けれ’ば ・

一
方 か

ら 他方 へ 移行 す る ．よ うな 変 異的傾向をば絶対 ic示 さ な い 。

　本部産 の タ ナ コ 類 を記 載 し た Jordan及 び Sind。 は
2 ）三 崎産 の D6旋 脚 temmincki の 中 に体 が 赤 い ア

カ タ ナ ゴ が 存 在す る こ と を記 し そ の もの の 背 瞞 襍 節 が 7〜9 で
一
“ コ

？ ナ ゴ
’
よ 眇 く ・ 体 高 稍 々 高 く・ 背鰭

及 び 臀鰭 の 基 部 に 沿 うて 細 い 黒 条 が 走つ て い る こ と を 挙 げ て は い る が ，
こ れ は別種 で あ る と は考え られ ぬ と

附記 し て い る 。 と こ ろ が 後 に F … n ・ は こ れ．Lt　tl タ ナ ゴ の 変種 1・見 做 し て Ditrema 　 tetnnzincki 　 va ・・」

’
・rdani

と命 名 し
3），Jordan，　Snyder

， 及 び Tanaka り 口本魚類 目録
4 ｝ に は ［）it／・etna ｝

’
・，ノゴ研 ぺ Fraユ・z）と して ミ サ キ

ウ ミ タ ナ ゴ とい 5和 名 を与 え て い る が の
，

Hubbs も亦 Frarbz の 命名を肯
’
定 し て ゐ る ⇒ ア カ タ ナ ゴ を Ditt’evn ．a

temmincki か ら 切 り離 し て 独 立 の 種 と見做 す な ら ば ア 屶 タ ナ ゴ も亦 独 立 し た 種 と認 め て 然 る べ く， 著者
一
は竝

に Ditreina　biridisと い う新種 名 を ア 1 ．タ ナ ゴ に 与え て ，ア マ ダ イ の 場 合 の 如 く邦童 の ウ ミ タナ ゴ を 3 種 に

】）
2）
3）
・壬）
5）

Fish．　 Bu1L 〔Dept ．　 Fish ＆ Ga ！コlc：，　 Cal）No ，　 S8
，

》52，

Proc．　 U ．　 S．　 Na τ．　 M し轟 ．，　 XXIV ，1902，　 P．3う7．

M 山 三ch ．　 abh ．　 AK ．　 Wis 窪．
，
　 Mad コ．−ph ＞

’
s，　 Kla ∬ e ．，Supp ］、　 Bd ．4，　 Ahh ．

JI⊃ur ．　 coll．　 sci，
｝

lmp 。　 univ ．　Tuk ｝
・o 炉xxxill

，　A1
一
書、191：転 p．19．

1，foc ．　 Biol．　Soc．　ヤVas11．，　丶
’
oL 　3i，　19］8，　 P，　1L

（亅s ）

1．　1910，　P，　5 正．

N 工工
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分割 せ ん こ とを主張す る もの で あ る σ そ して Pit厂 etlla は monotype の 属 で あ る と い う Tarp の 主張 を否 定

し ， 日 本近海 に は次 に 記 る す 4 種 の ウ ミ タ ナ ゴ が 棲 息 す る こ と を報告す る 。

　　　 Family 　F．mbiOtoeidae 　 ウ ミ タ ナ ゴ 科

　　　 Genus 　ATeoditrema 　Steindachner ＆ D6derlein 　　 オ キ　タ　ナ　ゴ 属

　　 L 　A’eDditre 〃na 　 ransonneti 　Stei！idachner ＆ DOdcrlein　 オ キ タナ ゴ
，

ス ベ タ ナ ゴ （小網代）

　　 A ’

eedib
’
enia 　ransmzneti 　Steinduchner ＆ D6der ］ci1   1883，　Denkschr ．　 Akad ．　 Wiss，　 Wien

，
　pt．1

，
　 vo1 ．

　　　 47， P・32・

　 体長 は 頭長 の 3・80 倍 ， 体 高 の 2・乃 倍 ，頭長 は 吻長 の 3・70 倍 ； 眼径 の S・70 倍 ； 眼聞隔 の 3．40 倍 ； 胸

鰭 の 長 さ の L ！5 倍 ；腹 鰭の 長 さ の L40 倍 ；尾 柄 の 高 さの 2・43 倍 ，背鰭 3 棘 2・1 軟条 ； 臀鰭 3 棘 25 軟

条 ； 胸鰭
’
i9 軟 条 ； 腹鰭 L5 歔 条 ， 鱗 数 6−72−18 ； 鰓耙 6＋ 22

。

　 ウ ミタ ナ ゴ tc）tす れ ば体高 が著 し く低 い 。 体 は側 扁 し ， 背腹両縁 は 一
様 に 彎 曲 す る 。 頭部 の 背稜線 は 瞑上

に 於 て 凹入す る 。 口 は 小 さ く，口裂斜 で あ る 。
口 角 は 辛 うじ て 眼 の 前縁 下 に達 す る e 唇 は薄 く．下膤 に は 繋帯

が 無い ，瞑tt比 較的大 き く，頭部 の 前方 に 於 て 背縁 に 近 く位す る 。 前後両鼻孔 は 離 れ ，眼 の 上 前方 に 位 す る 。

　鰓耙は細長 で 密 に 並列す る 。 背鰭 の 輓条部 は 低 く， 鯨条は 軟弱 で あ る 。 背鰭軟条部亦儀 く基底長 く ， 軟条

は後方は 向うに従 っ て 長さ を減ず る 。 胸鰭 は そ の 先端肛門 に 到達 せ ず ， 腹鰭は 前者 よ り稍 々 短 く ， そ の 先端

辛 う じ て 肛 門 に 達す る 。 臀 鰭長 く て 低 く ， 軟条 は軟弱 で
， 後方 に 向うに 従 い そ の 長 さを減ず る e 尾鰭 は鋭 く

分 叉 す る o 口 辱 に 歯 を欠 く o

　側線 は 体 の 上方 を体 の 背縁 に 沿 うて 走 り， 尾柄部 の 上 半部 を縦 走 し て 尾鰭基底に達 す る 。 体 の 前半部 に 於

け る側線下 の 鱗は 亀部 の 鱗 よ り大 きい 。 頬部 に は 7 列 の 鱗 が あ る 。 背鰭 の 基底に沿 い 低い 鱗 鞘が あ っ て ，尾

鰭 の 基底部 は細鱗 で 覆 われ る o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」

　体 の 背部 は 光 輝 あ る暗 赤 紫色 を 星 し
， 腹部 は 色淡 く て 銀色 を帯 び る 。 胸鰭無 色透明 で あ るが ， 軟条 は淡赤

黄色 を 呈す る 。 腹鰭 は 暗 黄赤色 。

　 体 の 全長 180mm ，

　本記載は小網代に 於 て 1928 年 2 月 2】 日 に 採集 せ る 10 尾 の 標本 中 の 1 尾 に よ る o

産地 房 blaLJ，南本邦 各地 の 内湾沿岸地 帯 に 極め て 普通 な もの で
， 日本海方面 に も そ の 姿 を見 る 。 韓 W 釜 m

方面か ら も記 載さ れ て い る n

　　　Genus 　Ditre 〃na 　Temminck ＆ S〔hlegel　　 ウ　ミ　タ　ナ 　ゴ 属

　　 2． 1）itr’e 〃 za　 te” znlincfei 　 Bte．ekcr 　マ タ ナ コ

1

　　DitreTna　telJt〃 iincki 　Bleeker ， （s．　 str ．）X’

erh ．　 Bat．　 Gen ．，　XXV ，
1853

，
　p．33； Nagasaki　　　 ．

　　J）itrema 　iaeT・e　GUnt ｝・ert 　Cat ・Fish・，11 ，1860 ，　 P・3921Japan

　　th
’
ire7コta 　 stnithi 　 NVsti・om

，
　 Kong ．　 Svensk ．　 Ver ．　 Akad ．，1887，　 p．32； Nagasaki ．

　体長 は頭長 の 3．60 倍 ； 体 高 の 2・15 倍，頭 長 は 吻 長 の 3 倍 ； 眼 径 の 3・40 倍 ； 眼 間隔 の 3．10 培 ， 背鰭

10　束束　21　歡条 ；　準警鰭 　3　兎束　27　珪次条 ，　鱗 数　10−7斗一170

体 は 長卵 円形 で 体高 高 く，著 し く側扁す る 。 背 腹両縁一様 に 彎 曲す る。 口 は 小さ く， 下顎 は 上顎 よ り僅か に

短 い 。 上 顎骨 の 長 さ は 吻長 と略 々 等 し い 。 齬 は 鈍 い 円錐形 で 1 列 を存 す 。 下顎 に 於 て は前端 に 近 い 部分 の み

に 歯 が あ る 。 籠耙 は 短 小 で 前 方 に 傾 く ， 第
一

餽 弓の 下 肢 に は 15個 の 鰓雑 が あ る 。 前後 の 鰓蓋骨 に 辣 が 無 い 。

　休 の 中央部側線下 の 体鱗は 他の 部分 の もの よ り大 きい n 背鰭 の 基部 に 沿 い 鱗鞘 が あ る ウ 頬部 ， 前鰓蓋及 び

後細蓋 は 細鱗 で 覆 わ れ る 。 背 鰭棘 条 は 歡条 よ り短 い
。 最後 の 頼 条 が 最 も長 い 。 軟条 は後 方 に 向うに 従 っ て そ

の 長 さ を減す る 。 胸鰭は長 くて そ の 先端肛門 tcrkす る 。 腹鰭 は背鰭第 二 棘条 下 に 着生 す る。 臀 鰭 の 鰊 条 は 短

小 で 軟条 に 比 す るれ ば 著 し く短 か い 。 尾 鰭は深 く分叉す る 。

　体 の 背部 は 晴赤紫 色 で あ るが 腹部 に 近 づ く に 従 い 鉛色 を呈 す る 。 前鰓蓋鱗部 の 下縁俵角部 に 暗 褐色の 齎 点

が あ り ，
口 角 に 発 し て 眼 を斜に後 上 方 に 貫 通す る同色の 縦条 が あ る。 そ の 上 方吻 部 中央 を そ れ と 平行 し て 眼

（16 ）
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前に 達 す る 同様 の 蛋 紋 が あ る 。 背鰭 は 暗 赤紫色 で 棘 条部 の 外縁 に黒色 を呈 する 。 ．臀 鰭及 び尾鰭 は暗赤紫色，

胸鰭 は 橙黄色 ， 腹鰭 は友禍色 で あ るが
， そ の 前縁 並 び に 後部 は乳 白色 を 呈 す る

：

　体 の 全長 182mm ．　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　
・

　本記載 は 19．　29年 S 月 2 日三 崎 魚市場 に て 入手 せ る雌 魚標本 K よ る 。

　附記　雄魚 に於て は 第 16 乃 至 ig 臀鰭歔条俄然伸長 して 胸鰭 と殆 ど同長 とな り以 下次第に長 さを減ず る 。

擦　　本　　測 、　 定 　　表
　 　 　 　 　

全 　 剰 性 別 es 長 ］体 高 吻 長 瞑間隔 眼 副 背 鰭 臀 鰭 廟 列 噸勤 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

… lnm ・ ・ …・… … ・・15

］54mm ．　 　 δ　 　 1　 3．72　 　 3，DO

l741n τn ．　　　　 δ　　　i　　3，6〔｝　　　　2．32
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

3．003

．003

．55

3，1 

3．oo3

．些51
　 　 　 　 　 【

6671
　　　　　　1
匪X

，
211m ，24

1X
，
22　 HI

，
25

　　層
IX

，
2！　 HI，26

io−74d7

1〔）一乃 一i7

隙 一7斗一【9

667

1

　　3． Di’tt’ema 丿o 冠 α痂 〔Franz ）　 ア カ タ ナ ゴ

　　Ditremo　 temmincki 　Jordan＆ Sindo，　 Proc．　 U ．　 S．　 Nat、　 Mur ．　，　 XXIV ，1902，　p− 359 （in　paT）；

　 　 　 Misaki ．

　　Ditrema　ternmincki 　var ．1
’
odani 　Franz ，　 Abh ，　 Akad 、　 Wiss．　 MUnchen

，　 IV ，　 i9】0，　 p．51 ；Misaki ．

　　D ∫’π 卿 ブo 厂諏 所 Jordan，　 snyder ，＆ Tanaka ，．lour．　 Co 】1・sci．
，
　 Tokyo 　 Imp ，　 univ ．　，　 xxxlH ，）91s ，

　　　ArL 　 l
，　 P・192 ； Misakl

体長 は 頭長 の 3・60 倍 ；体 高 の 2・15 倍 ， 頭長 は 吻長 の S・28 焙 ； 眼 径 の 3・28 備 眼聞隔の 3・］5 悟 ；陶

鰭 の L12 告 ； 腹鰭 の 1．67 借 ； 最長 背鰭 頼条 の 3．12 倍 ； 最長 背鰭軟条 の 1．9」倍 ； 第 ≡i臀鰭鰊 条 の 5・45

倍 1 最長臀鰭軟条 の 2・65 倍 ；尾柄高の 2・35 倍 ； 背軈 9 鰊 20 勲 条 ；臀鰭 3 蕀 26 軟条 ； 鱗列 11−73−2e 。

　体 は 卵 円形 に 近 くて 側 扁 し， 腹 縁 は背縁 よ り更 に 強 く彎 曲す る 。 頭頂 の 輪廓數 は少 し く凹 入す る e 口 は 伸

縮 可 能 で ，下唇 は 上 属 よ り少 し く短 か い 。 蕾 は 鈍 い 円錐形 で 1 列 を な す 。 下顎 の 先 端部 に は 各側 S 個 の 歯 が

着生 する 。 前後 の 鼻孔 は同大 で 瑾か に離れ瞑 の 前上 方 に 位す る 。 鰄耙 は 繊細 で 第
一

鰓 弓 の 下 肢に は約 14個 を

算す る 。 頬部 は 8 列 の 細鱗を 以 て 覆わ れ る 。 休 の 前半部 に 於 け る 側線 下 の 体 鱗 は 地 の い ずれ の 部 分 の 鱗 よ b

も大 きく， そ の 高 さは幅 よ りも大 で あ る。 凡 て の 鰭 に 鱗が な い 。背鰭基 部 に沿 い 鱗鞘が あ る 。 胸鰭 の 先端 は 尖 り

肛 門 に 到達 し な い
。 腹鰭 は 背鰭起 点 直下 に 瀁生 す る，そ の 先 端 は胸鰭 の 先端 を 僅 か に 越 え る。 背鰭轗条 は 軟条

よ り も短 か い ； そ の 最後 の もの 最 長 で あ る 。 背鰭 軟条 申第 三 乃至第 六 最 も長 い 。 臀鰭 頼条 は短 小 で 第 三 か最

も長 い ； 歟条部 は 長 く前半部 の 外縁 は 円昧 を帯 び る ， 第十 六 乃 至十 八軟条 が 最 も長 い 。 尾鰭 は潔 く分叉 す る 。

　体 は 光輝 が あ L）背部 は 黒ず ん だ 金 色 で あ る が 下 腹部 に 向 うに 従 い 色 が 淡 くな る 。 体 側 の 鱗列 に 浴 い 各鱗 の

中 央 を貫 通 し て 縦 走 す る金 橙色 の 帯条 が あ る。 頭頂は 赤 羯色 ， 前鰓 蓋 の 眼下 に 位 ナる 部寿 は金 鐙 色 ，
rl角 と

眼下 と の 聞 に 帯 紫褐色 の 斑点 が あ る 。 そ の 周 囲 は乳 白色 を畢 す る。 背鰭晴橙色 を呈 す る が疎条部 の 外 縁は黒

色 を帯び る ； 歟条部 の 上半 部 は色が 硝 Zr 澄 語 。 尾鰭暗醗 色 ， そ の後緑は稍 々 黒ず ん で い る 。 胸鰭金鐙 色で 外

縁 稍 々 黒 く鰭膜は 透明 で あ る。 腹鰭友色 を呈 す る ； そ の 内測の 棘条は橙色 。 臀鰭 は暗橙色 で 外縁は 黒 ずん で

い る o

　個くの 全長 　182rnlr」，

　本記 載は 192B 年 4 月 2フ 日油壼 に 於 て 採 集 し た雌魚 （】7 尾 の 胎児 を宿す）に よ る 。

　産地 　他の ウ ミ タ ナ ゴ 類 と異 な り沖合深み の 岩礁 の 根 に 棲 息す る 。 全 国的 に 分 布 す る も の ら しい が 産地 と

し て 確認 され て い る の は 三 崎油壷附近 で あ る。

　附 記　 1902年 に マ タ ナ ＝ ゆ 変異型 と ｛．て jordan及 び Si：】do 　l進藤道太 削 は本種 を 次 の 如 く記 述 L て

い る o

　「三 崎 沖台 の 深味 で 採 捕 され た lttの に 生 活時 の 体 色 か 銅橙 色 を 髪 す る もの が あ る り 体側 に は 孤状 を なす 側

（17 ）
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　線 に 沿 い 更 に 強度 の 擺赤色を 呈 す る 帯 条 が 走 る 。 こ れ 等 は ア カ タ ナ ゴ と 呼 ば れ る が か か る 個 体 の 多 くは 背

　鰭鯨条数 か 7 叉 は 8 （稀 IC　9）に 滅 じ， 体形 も
一般 の マ タ ナ ゴ よ り丸昧 を 帯 び鰭 も黒 ず ん で 背鰭 と臀鰭 と

　の 基底 に 沿 い 細 い 黒色 の 帯 条 が 走 っ て い る 。 然 し 我等 は こ れ を 別種 と は 認 め な い 」云 k

　Franz は 後 に Heberer が 横浜 で 採集 した ウ ミ タ ナ ゴ の 驃本 と Doflcinが 油 壼 と三 崎 とで 採 集 し た標本 を

検討 し て こ れ を マ タ ナ ゴ の 変種 と認 め Ditret）ta 　temtzincki 　 var ．」
’
　ordanai と命名 し た の で あ る が ， 著 者は

こ の 類 の 不 変 な 遺 伝的体色 とそ の 凄息場所 が 他の 類 とは 全 く異 つ て い る とい 5生 態学 的 立 場 か ら，こ の 類 を

更 に 昇格 さ せ て 独立 の 種 と見徹 さ ん と す る の で あ る 。

　　4． 1）itrema　 iriiJidis 　 sp ．　 nov ，　 ア オ
ー

タ ナ ゴ

　体長 は 頭長 の 3．92 倍 ； 体 高 の 2．27 倍 ， 頭長 は 吻 長 の 3・60 倍 三瞑径 の 3・60 倍 ； 瞑間隔 の 3・35 倍 ，顛

部 鱗列 8 ； 背鰭 9 棘 21 軟条 ； 臀鰭 3 鰊 27 歙条 ； 鱗 列 1 一7’ト 20。

　形態釣 特徴 は マ タ ナ ゴ と全 然 同
一

で 只体 色 と棲息場 所 と を異 に す る o

　体 の 背部黄 緑 色を 帯 び腹面 に 近 づ くに 従 つ て 銀色 とな る。 頭頂 は 黒昧 を帯 び た 草 色を 呈す る 。 背鰭 は帯黄

次 色 で あ る が ， 辣 条部 の 外縁 は濃黒 色 を 呈 す る o 胸鰭 は 透 明 で あ る が 鰭条 は 帯 黄緑 色 を 帯 び る 。 腹鰭荻色 で

基 部 に 近 く乳 白色 の 部分 が あ る 。 臀鰭 の 基底部 は 帯黄淡 緑色 ， 外縁部 は 淡 双色で あ る 。 尾鰭 は 帯 黄淡 黒色 で

黒色 の 雲状紋 が あ る 。 前鰐黄蓋下縁 の 前後 に 黒点 が あ る o

　 体 の 全長 231mm ．

　本記載 は 1928 年 3 月 2 目三 崎 魚 市 場 に 於 て 入手 せ る雌魚 標本 に ょ る 。

標　　本 　　測　　定 　　表

全 長 性
．別 頭 長 1体 高 ｛吻 長 1騾 膜 径 背 鰭 臀 鰭 鱗 　別 鱗頬 列

231mm ，

183mm ．

18斗 mn1 ．

♀

♀

♀

3，923

．903

，80

2，272

．302

．30

3．603

．323

．20

3、353

．623

．32

：：籔 ．ll
・．32 ↑・

，
・1

III，27111

，
26111

、27　　r

10−7杢一20

10−7牛 19

11−75−20
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　　　　　　　　　　　　 総 　　　　　　　括

　　　　　　 Fami ！y　Embiotocidae 　ウ ミ タ ナ ゴ 科

　 Genus 　 ATeoeditrema 　 Steindachner ＆ D6derlein ．

1， ransmmeti 　Steindachner ＆ DOderlein 　オ キ タ ナ ゴ ； ス ベ タ ナ ゴ

　 　 　 　 　　 　 　 Genus 　 D ゴ
’
trema 　Temminck ＆ Schlegel

2． temmincki 　Bleeker 　マ タナ ゴ

3， ／
’
crdani （Franz） ア オ タ ナ ゴ

4・ viiidis 　 sp ．　 vov ・ ア ラ タ ナ ゴ

R6sum6

On 　the 　Surf−Fishes　Found 　in　 the 　Japanese　Waters

Masamitsu 　 OSHIMA

　　Accurding 　t  tlle　statement 　 made 　by　F．　H 　 Tarp　of　Stari「ord 　Univer藤 y　in　hls　paper 　 e 【1tit 置ed
‘‘A

Reyiew　 of 　the 　F 跚 ily　Embiotocidae
”

（F 柚 BulL
，　No ．88

，
1952

，　Dep し Fish ＆ Galne，　Bur 、　 Ma ＝ Fish》

CaL ），
　 ger】us 　 Ph

’
trρ 7ul 　 Temminck ＆ Schlegel　 wllich 　 includes　 common 　 Japanese　 surf

−fishes　 seems 　 to　 ba

Mol
’
10tYPiC ．　 That 　is　to　 say ，　Taip 　 does　 Tlot 　 agfee 　 with 　 Hubbs ’

s　 suggestion 　 of 　the 　possibilitソ ef 　 the

existencc 　 of 　two 　or 　 Inore 　 specics 　 of 　Di
’
treina　ill　Japane＄　e　waters ．

（ls ）
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